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【日本貿易統計（26年 3月）】 

輸出はプラス続く、対米は 4ヵ月ぶりのプラス 

～当面、力強さを欠く推移を予想～ 
 

経済調査部 主席研究員 

藤田 敬史 

 

１．季調済輸出金額前月比は 2ヵ月ぶりのプラス 

財務省から発表された 3 月の貿易統計によると、輸出

金額は前年比＋11.7％（2 月：同＋4.0％）と 7 ヵ月連続

のプラスとなった（図表 1）。輸入金額は同＋10.9％（同

＋10.3％）で 2ヵ月連続のプラスである。 

日本は原油輸入の 9 割超を中東に頼る（図表 2）。米

国・イスラエルによるイラン攻撃の前に中東を出発した

原油タンカーが日本に順次到着したことで、3 月統計にお

ける中東からの原油及び粗油の輸入金額は前年比▲5.6％

（数量：同＋4.5％）と影響は限定的であった。また、中

国商務部は 1 月以降、軍事転用可能な軍民両用（デュア

ルユース）品目について日本への輸出管理を厳格化し、

規制すると発表したが、中国からの輸入金額は同＋8.8％

（2月：同＋35.4％）のプラスで、大きな影響は見られて

いない。 

季調済輸出金額は前月比＋1.5％と 2 ヵ月ぶりのプラ

ス、季調済輸入金額は同▲2.9％と 5 ヵ月ぶりのマイナス

で、季調済貿易収支は＋907億円と 2ヵ月ぶりの黒字とな

った。 
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(図表1)輸出入金額（前年比）と貿易収支（季調済）の推移

貿易収支（右軸）

輸出金額

輸入金額

（出所）財務省「貿易統計」
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(図表2)輸出金額前年比と地域別寄与度
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（出所）財務省「貿易統計」

ポイント 

 財務省の 3 月貿易統計によると、輸出金額は前年比＋11.7％と 7 ヵ月連続のプラス。季調済前月比は＋

1.5％と 2ヵ月ぶりのプラスとなった 

 商品別輸出ではアジア向けを中心に伸びた半導体等電子部品を含む電気機器や半導体等製造装置を含む

一般機械がプラス。地域別では EU向けが 8ヵ月連続のプラスと堅調、米国向けは 4ヵ月ぶりのプラス 

 対米輸出に係る関税は当面下押し要因であり続けることに変わりはなく、中国景気の停滞は長期化が予

想されるなど、輸出は当面力強さに欠ける推移を予想 

2026.4.22 

 

アラブ首長国

連邦, 43.6

サウジアラビア, 

40.1

クウェート, 6.4

カタール, 4.1

オマーン, 1.0

他の中東, 0.7

米国, 1.9

エクアドル, 1.2 その他, 0.9

（図表2）日本の原油輸入相手国

＜国別割合（％）＞

（出所）資源エネルギー庁

部分

中東計95.9％

（2024年度実績）
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２．EU 向け輸出は前年比 8 ヵ月連続のプラス、米国向け

は 4ヵ月ぶりのプラス 

金額ベースの地域（国）別輸出では、EU 向けが前年比

＋18.2％と 8 ヵ月連続のプラスとなった。アジア向けも同

＋15.9％と伸びたほか、米国向けは同＋3.4％と 4 ヵ月ぶ

りのプラスとなった（図表 3）。 

金額ベースの商品別輸出では、引き続きアジア向けを中

心に堅調な半導体等電子部品を含む電気機器（前年比＋

21.5％・寄与度：＋3.5 ㌽）が 9 ヵ月連続のプラスとなっ

た。そのほか、半導体等製造装置を含む一般機械（同＋

7.1％・同：＋1.4 ㌽）、非鉄金属を含む原料別製品（同＋

12.7％・同：＋1.4㌽）がプラスに寄与した（図表 4）。 

自動車を含む輸送用機器（同＋3.4％・同：＋0.8 ㌽）は

3 ヵ月連続のプラスとなった。自動車は米国向け（前年比

▲1.6％）が 4ヵ月連続のマイナスとなったが、EU向け（同

＋21.2％）は底堅く推移している（詳細は 3月 18日付のレ

ポート、「【日本貿易統計（26年 2月）】」参照）（図表 5）。 

 

 ３．実勢を示す輸出数量指数は 2ヵ月ぶりのプラス 

輸出金額を価格指数と数量指数に分解すると、2 月は価

格指数が前年比＋7.5％（2 月：同＋5.0％）、数量指数が同

＋3.9％（同▲0.9％）となった（図表 6）。価格指数は 8ヵ月

連続のプラスで、2026年 3月の為替レート（税関長公示レー

トの平均値）は 156.60円/㌦と、2025年 3月の 149.55円/㌦

に対し 4.7％の円安であった。円安により円換算金額が押し

上げられる構図が続いている。一方、実勢を示す数量指数は

2ヵ月ぶりのプラスとなった。 

輸出数量指数を相手国・地域別にみると、米国向けが前年

比＋12.0％（2 月：同▲0.4％）、EU 向けが同＋5.6％（同＋

3.7％）、アジア向けは同＋4.6％（同▲5.4％1）、うち中国

向けは同＋1.5％（同▲26.1％）であった（図表 7）。EU 向

けは 3ヵ月連続のプラスと底堅く、米国向けは 2ヵ月ぶりの

プラスとなった。 

 

４．輸出は当面力強さに欠ける推移と予想 

同じタイミングで発表された 2025 年度の貿易統計による

と、輸出金額は前年度比＋4.0％と 5 年連続のプラスとなる

一方、米国向けは米関税政策の影響により同▲6.6％と 5 年

 
1 中国、アジア向けは、中国の春節が昨年は 1 月、今年は 2 月と期ずれの影響により、1 月は高い伸びとなったが 2月はその反動でマイナス 
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（図表6） 輸出指数の推移(前年比)

輸出価格指数

輸出数量指数

輸出金額指数

金額指数＝数量指数×価格指数

（出所）財務省「貿易統計」
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(図表5)自動車輸出金額の推移

（前年比と主要国・地域別寄与度）
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アジア 中東

その他 世界

（出所）財務省「貿易統計」
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（図表4）輸出金額の前年比と主要商品別寄与度

化学製品 原料別製品

一般機械 電気機器

輸送用機器 その他
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（出所）財務省「貿易統計」
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(図表3)輸出金額前年比と地域別寄与度

米国 ＥＵ

中国 ASEAN

その他    その他

合計

 

（出所）財務省「貿易統計」

https://www.myri.co.jp/viewpdf.php?id=f1ac29a6c30b20c0f59cbcd4232a93a64e876fd5a87671e1e42cc679c7c8a21ef6a629f981537fc5ac8ab4d3752183eb4a9327c3bc3235a8eb7087769691e84ae4ea34a097496a93a2caeb84277ac7f112d433dafa7c72e3b527c72b94cda54ba6a428f09f0377dbe79de8c77e729bf510906dd9ff7f6064058f1db1481b5892741fb72079a7a6762b1a0d6da69b30f61dd364ddf31a70611997138c52157596710488244f8bad5d1fd7fe8123399ab9&tmp=1776817044
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ぶりのマイナス、うち自動車は同▲15.9％の 2桁マイナスとなった。 

日本は米国との関税交渉のなかで、2025年 7月、相互関税や自動車関税を 15％に引き下げるとともに、5,500

億ドル（約 87 兆円）の対米投融資について合意した（図表 8）。同様に対米投資に合意した韓国や EU2から具体

的な案件発表がないなか、日本は 2 月に第 1 弾、3 月に第 2 弾として計 1,090 億ドルの対米投資を発表した。日

本は着実に実績を積み重ねることで、今後の米関税政策が日本に不利な影響とならないようリスクを抑制した

いねらいもある。 

対米輸出に係る関税は当面下押し要因であり続けることに変わりはない。また、中国景気の停滞は長期化が

予想され、対中輸出も当面軟調な推移が続くと予想する。輸出は全体として力強さに欠ける推移が続くと予想

する。 

 

 

 

 

 

 

 
2 トランプ大統領によるグリーンランドの領有宣言以降、没交渉となっている 

※本レポートは、明治安田総合研究所が情報提供資料として作成したものであり、いかなる契約の締結や解約を目的としたものではありませ

ん。掲載内容について細心の注意を払っていますが、これによりその情報に関する信頼性、正確性、完全性などについて保証するものではあ

りません。掲載された情報を用いた結果生じた直接的、間接的トラブルや損失、損害については、一切の責任を負いません。またこれらの情

報は、予告なく掲載を変更、中断、中止することがあります。 

●発行元● 株式会社 明治安田総合研究所  〒102-0073 東京都千代田区九段北3－2－11 TEL03-6261-6411 

2025年

7月22日

 ・ 日米関税交渉で合意

　（相互関税25％→15％に、自動車関税27.5％→15％に

　　 対米投資5,500億ドル等）

2026年

2月17日

 ・ 対米投資第1弾を発表（AIデータセンター向けガス火力発電、

　 原油輸出施設、人工ダイヤ製造、計360億ドル）

2月20日

 ・ 連邦最高裁は、トランプ政権の国際緊急経済権限法(IEEPA)

　 に基づく相互関税に違憲判決

・ トランプ大統領は、1974 年通商法 122 条に基づき一律10％

   の関税を課すと宣言(21日に15％まで引き上げ)

2月24日

 ・ トランプ政権は、通商法122条に基づく10%の追加関税を

　 新たに発動（150日間限定）

　※分野別関税が既にかかっている自動車などは引き続き対象外

3月11日
 ・米通商代表部(USTR)は、1974年通商法301条に基づく事前

   調査の開始を発表

3月19日
 ・対米投資第2弾を発表（次世代原発の小型モジュール炉、

　 天然ガス発電施設建設、計730億ドル）

4月2日
・医薬品関税を発動するための大統領令に署名（税率は原則

　100%だが、日本は15%）

4月20日
・IEEPAを根拠に徴収した相互関税などについて、企業からの返還

  申請の受付けを開始

7月24日  ・ 午前0時1分、通商法122条に基づく追加関税の期限到来

（出所）各種報道より明治安田総研作成　※日付は現地時間

（図表8）足元の日米関税の推移
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％ （図表7）地域別輸出数量の推移（前年比）
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（出所）財務省「貿易統計」

本レポートに関するご取材やお問い合わせは以下までご連絡ください   

明治安田総合研究所 主席研究員 藤田 敬史 

電話番号：080 2298 8272 

e-mail：takafumi.fujita@myri.co.jp 


